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元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
阿
是
要
穴
』
二

名
「
鍼
灸
阿
是
要
穴
」
）
五
巻
は
、
江
戸
中
期
の
著
名
な
医
家
・
岡

本
一
抱
（
一
六
五
四
～
一
七
一
六
）
の
著
し
た
阿
是
穴
（
経
外
奇

穴
、
奇
輸
）
に
関
す
る
鍼
灸
害
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
江
戸
期
に

著
さ
れ
た
鍼
灸
害
中
の
あ
り
ふ
れ
た
一
言
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
近
世
日
本
鍼
灸
史
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
み
る
な
ら
ば
、
本

書
の
持
つ
独
特
の
位
置
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
書
は
、
冒
頭
で
「
阿
是
を
弁
ず
」
と
題
し
て
書
題
と
著
作
の

動
機
に
つ
い
て
述
べ
、
次
に
穴
法
の
紹
介
と
解
説
を
行
い
、
末
尾

に
「
鍼
灸
の
疑
義
を
弁
ず
」
と
題
さ
れ
た
二
十
三
篇
の
附
論
を
置

く
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

本
書
の
書
題
に
も
使
わ
れ
て
い
る
「
阿
是
穴
」
と
は
、
本
来
、

圧
痛
点
と
し
て
の
治
療
穴
を
指
す
言
葉
で
あ
る
が
、
後
に
は
広
く

25

近
世
日
本
鍼
灸
史
に
お
け
る
「
阿
是
要
穴
」

の
意
義

杉
浦
雄
・
篠
原
孝
市

十
二
経
脈
に
所
属
し
な
い
経
外
奇
穴
（
奇
輸
）
を
も
指
す
よ
う
に

な
り
、
本
書
で
も
そ
の
よ
う
な
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
本

書
著
作
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
鍼
灸
の
効
果
を
あ
ら
わ
す
た
め

「
諸
書
に
挙
げ
る
所
の
奇
輸
の
最
も
要
な
る
者
を
撰
み
記
し
て

…
．
：
初
学
者
の
司
南
と
な
さ
ん
こ
と
を
欲
す
る
」
「
諸
々
の
奇
輪

…
…
そ
の
所
属
す
る
の
経
絡
及
び
其
の
本
穴
を
明
ら
か
に
す
る
」

と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
初
学
者
」
云
々
は
諺
解
書
家
と
し
て
の
著

者
の
謙
遜
の
辞
に
す
ぎ
な
い
。
本
書
は
、
わ
が
国
で
最
初
に
著
さ

れ
た
経
外
奇
穴
に
関
す
る
総
合
的
な
書
物
で
あ
り
、
初
学
者
の
入

門
書
で
は
な
い
。

本
書
の
大
半
を
占
め
る
穴
法
の
解
説
部
分
は
、
穴
法
の
名
称
、

典
拠
、
典
拠
原
文
、
当
該
穴
法
に
関
わ
る
別
の
医
書
か
ら
の
引
用

と
補
足
、
穴
法
に
対
す
る
和
文
の
注
解
、
穴
法
図
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
穴
法
は
一
五
一
法
で
あ
る
。
直

接
の
典
拠
と
し
て
は
、
『
素
問
」
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
「
鍼
灸
資
生

経
」
『
玉
龍
賦
』
「
神
応
経
」
「
鍼
灸
聚
英
』
『
類
経
図
翼
」
『
神
農

鍼
経
」
『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
』
『
居
家
必
用
」
「
玉
機
微
義
」

『
十
薬
神
書
』
『
医
学
入
門
」
「
医
学
捷
法
」
並
び
に
『
素
問
」
王

泳
注
の
十
六
種
の
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
五
一
法
中
、
六
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法
に
は
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
本
朝
灸

法
（
我
が
国
古
来
の
灸
法
）
と
い
わ
れ
る
も
の
に
属
し
て
い
る
。

何
ら
か
の
穴
法
図
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
約
三
分
の
一
の
五
十

法
に
の
ぼ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
穴
法
で
指
示
さ
れ
て
い
る
鍼
灸
法

は
、
大
半
が
灸
法
で
、
何
ら
か
の
形
で
鍼
法
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
六
法
程
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
江
戸
期
鍼
灸
に
お
け
る
本
書
の
意

義
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
書
の
特
質
の
一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
正
経
十
二
脈
に
所

属
し
な
い
経
外
奇
穴
の
集
大
成
で
あ
る
。
我
が
国
の
近
世
鍼
灸

は
、
慶
長
年
間
頃
を
境
と
し
て
、
従
来
の
灸
法
中
心
の
鍼
灸
か
ら

転
じ
て
鍼
法
の
本
格
的
な
導
入
を
行
う
と
と
も
に
、
経
脈
所
属
の

穴
（
経
穴
）
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。
た
だ
、
そ
う
し
た
経

脈
所
属
の
穴
で
は
な
い
穴
の
使
い
方
は
、
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
で
も
古
来
か
ら
伝
統
が
あ
り
、
鍼
灸
の
重
要
な
要
素
を
形
成
し

て
き
た
。
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
経
外
奇
穴
へ
の
関
心
の
理
由

は
、
経
穴
一
辺
倒
の
治
療
へ
の
反
動
の
ほ
か
、
江
戸
初
期
以
来
の

多
量
の
鍼
灸
関
係
和
刻
漢
籍
の
刊
行
、
そ
し
て
直
接
的
に
は
『
類

経
図
翼
』
の
影
響
と
見
ら
れ
る
。
次
に
重
要
な
点
は
、
本
書
が
江

戸
後
期
に
至
る
灸
法
復
権
の
一
端
緒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
岡
本
一
抱
は
既
に
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
匿
名
で
「
灸

法
口
訣
指
南
』
と
い
う
灸
法
専
門
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は

曲
直
瀬
玄
朔
の
「
日
用
灸
法
」
以
来
の
本
格
的
な
灸
法
書
だ
が
、

そ
こ
で
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
概
ね
十
二
経
脈
に
属
す
る
穴
で
あ

っ
た
。
本
書
は
『
灸
法
口
訣
指
南
』
の
後
を
承
け
、
そ
れ
を
補
足

す
る
も
の
と
し
て
著
述
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

以
上
の
二
点
と
も
深
く
関
わ
る
が
、
江
戸
期
に
お
い
て
最
も
早

い
時
期
に
本
朝
灸
法
の
集
成
を
行
っ
た
害
と
し
て
の
意
義
も
大
き

い
。
そ
の
試
み
は
更
に
三
宅
意
安
の
「
灸
炳
塩
土
伝
」
で
大
き
く

展
開
さ
れ
、
江
戸
後
期
に
至
っ
て
浅
井
南
皐
ら
の
「
名
家
灸
選
』

と
し
て
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


